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地域マイクログリッドのイメージ

※「マイクログリッド」は1999年にアメリカの電力供給信頼性対策連合（CERTS）によって提唱され、
①複数の小さな分散型電源と電力貯蔵装置、電力負荷からなる１つのネットワークの集合体
②本系統からの独立運用に加え、本系統や他の「マイクログリッド」と連系可能
③需要家のニーズに基づいた、設計・設置・制御が可能
とかなり広い概念になります。本説明では限定的な意味で「地域マイクログリッド」と呼んでいます。

地域マイクログリッドとは、「平常時は本系統と連系しつつ地域の再生可能
エネルギーを有効活用しながら電力を供給し、災害等の際には本系統から
自立して電力を供給できるエネルギーシステム」です。※

地域マイクログリッドは次のメリットがあります。

○エネルギー利用の効率化

○災害時のレジリエンス（停電のしにくさ）の向上

○地域のエネルギーを活用することによる地域産業の活性化

地域マイクログリッド※（日本における一般的なマイクログリッド）
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本日の試験の目的

マイクログリッドが本系統から切り離された場合でもマイクログリッド単独で
負荷に電力を供給できる様子をミニチュア電力系統設備で再現。

② 災害等でマイクログリッドを本系統から遮断

※従来系統ではマイクログリッドが本系統に
接続されるまでの間、この範囲で停電が
続いてしまいます。
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③ 本系統から切り離された状態で負荷へ電力を供給

切り離し

太陽光発電が足りない分
負荷へ電力を供給

【試験内容】
マイクログリッドが本系統から
切り離された状態でも
蓄電池・太陽光発電により
負荷へ電力を供給できる
様子をご紹介します。

蓄電池の充電量の確保や
負荷への電力供給のため受電

① 平常時



当社のマイクログリッドに関する取り組み

【地域マイクログリッド構築に関する研究】

 太陽光発電などの再生可能エネルギーを活用した地域マイクログリッドの
構築、および、適切な運転方法の検討を行う。

 マイクログリッド内はEMSにより平常時は電気の効率的な使用（地産地
消）、電気料金の最適化、非常時は自立運転で需給調整・品質維持
を行う。

 今後、実証試験を予定。

電気の流れ

制御信号

平常時

非常時

地産地消の指示
（マイクログリッド内での
発電を負荷と蓄電池で
消費できるように調整）

家庭内の
電気料金の最適化


